
フランス教育学会 

第 40回大会プログラム 

2022年 9月 3日（土）～4日（日） 

 

大 会 日 程 

【第 1 日：9 月 3 日（土）】 

理  事  会  12:00～13:00  本館 2 階会議室 B 

シンポジウム打ち合わせ 13:00～13:45 本館 2 階会議室 A 

受    付  13:45～    東館 207 教室 

開    会  14:00 

シンポジウム  14:00～17:00   

テーマ：フランス教育学研究における到達点と課題－その２ 

総    会  17:15～18:00 

情報交換会  18:00～19:00 

 

【第 2 日：9 月 4 日（日）】 

受    付  8:45～      

自由研究発表  9:00～12:50 

ラウンドテーブル 13:30～15:00 

 

 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 1-2 

大阪大学人間科学研究科 フランス教育学会 

フランス教育学会第 40 回大会実行委員会 

委 員 長   田川千尋 

事務局長   小畑理香 

                準備委員   園山大祐 

電話 06-6879-8112（小畑研究室直通） 

E-mail: kobata@hus.osaka-u.ac.jp 

 

会場：大阪大学人間科学研究科（吹田キャンパス） 

東館 207教室対面開催、一部遠隔による Zoom参加も可。 

共催：大阪大学人間科学部創立 50周年記念事業 

  



【大会第 1 日：9 月 3 日（土）】東館 2 階 207 教室 

 

シンポジウム 

14:00～17:00 

 

テーマ：フランス教育学研究における到達点と課題－その２ 

 

 

シンポジウム・テーマ趣旨 

 本シンポジウムは、第 19 回大会のテーマを引き継ぎつつ、この 40 年間のフランス教

育学研究における到達点と課題を検討する。教育思想（史）・哲学研究、教育制度・行政

研究、教師教育研究、そして高等教育研究の４つの分野の視点から振り返ると同時に今

後の課題提起を行う。当日は、さらに他の研究分野ならびに包括的な視点や課題も含め

た総合討論を通じた学会の今後の展望を検討する。 

 

パネリスト 

 室井麗子会員（岩手大学） 

教育思想（史）・哲学研究の立場から 

藤井穂高会員（筑波大学） 

教育制度・教育行政研究の立場から 

松原勝敏会員（高松大学） 

教師教育研究の立場から 

夏目達也会員（桜美林大学） 

高等教育研究の立場から 

指定討論者  池田賢市会員（中央大学）坂倉裕治会員（早稲田大学） 

司   会  尾上雅信会員（岡山大学）ソッティーレ・マルコ会員（慶応義塾大学） 

 

総会 

17:15～18:00 

 

情報交換会（飲食なし） 

18:00～19:00 古沢常雄名誉顧問を偲ぶ会、会員の近況報告 

 

 

【大会第 2 日：9 月 4 日（日）】東館 2 階 207 教室 

●自由研究発表 

9:00～12:50 

司会 大庭三枝会員（福山市立大学） 越水雄二会員（同志社大学） 



9:00～9:40 

フランス高等教育における職業教育の現在 

田川千尋（大阪大学）、大場淳（広島大学）、夏目達也（桜美林大学） 

 

9:40～10:10 

フランスのシティズンシップ教育研究における分析枠組の構築―P. ロザンヴァロンの市民社

会論に着目して― 

降旗直子（早稲田大学／日本学術振興会特別研究員） 

 

10:10～10:40 

フランスの公民科と道徳・公民科における知識としての教育内容の変容－教科書のテキストマ

イニング分析を通して－ 

川上若奈（関西外国語大学） 

 

10:40～11:10 

日本とフランスにおける英語教科書比較 

横関木蘭（青山学院大学大学院） 

 

11:10～11：20 休憩 

11:20～11：50 

第三共和政前期女子中等教育における歴史教育カリキュラムの「女性化」の議論 

秋永沙穂（九州大学大学院） 

 

11:50～12:20 

フランスにおける「教授の自由」の原則―2005 年学校基本計画法による法定からの展開― 

 上原秀一（宇都宮大学） 

 

12:20～12:50 

フランスのキャリアガイダンスにおける地域主導のジレンマ―「職業に関する未来を選択する

自由」法の影響に着目して― 

京免徹雄（筑波大学） 

 

12:50～13:30 お昼休憩  

（キャンパス内の食堂は閉店のため各自お弁当持参のうえ、午後の部にもご参加ください。） 

 

 

●ラウンドテーブル （非会員の阪大生には公開とさせていただきます） 

13:30～15:00 

特集テーマ：フランスにおける社会学研究の動向と留学・キャリア形成 



趣旨：本学会の 40 周年を受けて、就職して 10 年以内の会員と 20 年以上の会員が、それぞれ

の研究の関心とその動向について振り返っていただきます。また若手会員に向けて、留学、フ

ランスでの学位（学士、修士、博士）取得、そして学会活動や就職活動についてお話をいただ

きながら、参加者の質問や意見を交えながら、外国研究における共通した課題をどのように乗

り越えて来たのか共有できればと考えます。多くの方の参加をお待ちしております。 

登壇者：村上一基（東洋大学）、田川千尋（大阪大学）、園山大祐（大阪大学） 

司会：岩崎久美子（放送大学） 

 

大会参加要領 

 

1 大会参加御希望の方は、8 月 26 日（金）までに実行委員会に Google フォームでお申し込

みください。 

下記の申し込み書式より、必要事項を記入の上、「送信」ボタンを押してください。なお、

申し込みフォームはフランス教育学会公式 web サイトの大会案内ページからもアクセス

できます。申し込みをされた方には、8 月 31 日（水）までに『発表要旨集録』をメールに

て送付いたします。連絡メールが届かない場合は、大会実行委員会までメールでお問い合わ

せください。オンライン参加希望者に Zoom のアドレスも掲載します。 

 Google フォーム：https://bit.ly/3OwCx6K                 

 フランス教育学会 HP：https://ajref.sakura.ne.jp/ajref/ 

 

2 大会参加費 正会員 3，000 円、学生会員 1，000 円、非会員 1，000 円。 

・次の銀行口座に 8 月 26 日（金）までにお振り込みください。※大学の公費より振り込まれ

る場合には、 大学名以外に必ず個人名もご記入ください。 

 三井住友銀行 店名：南千里（１８９番） 

 普通口座番号：１１６５２１１ 

 口座名：フランスキョウイクガッカイジムキョク 

・会員の方は、2022 年度年会費と一括して御送金いただいても結構です。2022 年度年会費は、

一般会員 7,000 円、学生会員 6,000 円です。ただし、学会メーリングリストに登録し、紙媒

体での郵送を不要とする会員については、年額 6,000 円（学生会員 5,000 円）です。領収証

が必要な方は実行委員会に御連絡ください。 

・お振り込みが上記締め切りに間に合わない場合は当日大会会場でお支払いいただくことも可能ですが、円

滑な大会運営の観点からできるだけ事前にお振り込みいただきますようご協力をお願いいたします。 

 

3 自由研究発表は、発表 20 分、質疑応答 10 分です。グループ発表は、40 分（発表 30 分、

質疑応答 10 分）です。 

 

４ 会場までの交通アクセス 

  https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/access.html  

  

https://bit.ly/3OwCx6K
https://ajref.sakura.ne.jp/ajref/
https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/access.html


2022 年 7 月 22 日 

 

関係各位 

 

 

フランス教育学会第 40 回大会実行委員会 

 

 

「フランス教育学会第 40 回大会プログラム」の送付について 

 

 

拝啓 時下ますます御清祥のことと存じます。 

 

フランス教育学会第 40 回大会は、来る 9 月 3、4 日に、大阪大学（吹田キャンパス）で開

催されます。大会プログラムを送付させていただきます。ぜひ御参加いただけますよう、お願

い申しあげます。 

第 40 回大会という記念すべき回の開催を本学で行うことができることとなり、大会実行委

員一同大変光栄に思っております。節目の回にふさわしいものを、と一日目のシンポジウムは

「フランス教育学研究における到達点と課題－その２」と題し、この 40 年のフランス教育研

究を振り返る企画を設けました。参加者の皆様には、今後の学会の展望に向けて、活発な議論

をしていただけることを期待しております。 

二日目午前の自由研究発表につきましては、結果的に七組（九名）もの発表申し込みをして

いただくに至りました。皆様の積極的なご参加にお礼を申し上げます。若い方からベテランま

でいらっしゃいますが、ぜひ活発な議論が繰り広げられますことを期待いたします。 

二日目午後には、岩崎久美子会員の企画ご提案により、「フランスにおける社会学研究の動

向と留学・キャリア形成」というテーマのラウンドテーブルを設けております。最近の研究動

向、フランスへの留学や現地調査等についてカジュアルに話す会を想定しております。非会員

の阪大生にも公開としましたのは、本学会、海外留学・研究について広く知っていただく機会

となることを願ってのことです。 

さらに、大会前日の 9 月 2 日には学会の研究懇話会として、大阪大学人間科学部創立記念

事業と共催し、カクオー・ビトー氏（ポワチエ大学名誉教授）の公開オンライン講演（逐次通

訳付）「フランスの教師研究」（仮）も予定しており、盛りだくさんの企画で大会実行委員会メ

ンバー一同、皆様の来阪を心よりお待ちしております。また、大会はオンラインでの配信も予

定しておりますので、来阪がかなわない方につきましても、積極的にご参加ください。 

まだまだコロナ禍の影響により懇親会は実施することができませんが、ぜひ皆様におかれま

しては安くて美味しいものが溢れる大阪をこの機会にお楽しみいただければ幸いです。 

酷暑の日々が続いておりますが、皆様の御健康を心よりお祈り申しあげます。 

 

敬具  


